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９月９日　本会議

　　　　　（閉会中の委員会報告など）

９月10日　本会議

　　　　　（議案の審議・議決など）

９月11日　決算特別委員会

９月12日　決算特別委員会

９月16日　決算特別委員会

９月17日　産業生活常任委員会

　　　　　教育厚生常任委員会

９月18日　議会運営委員会

　　　　　総務常任委員会

９月22日　本会議

　　　　　（一般質問　５名）

９月24日　本会議

　　　　　（一般質問　４名）

９月26日　本会議

　　　　　（委員長報告、決算認定、その他議案）

市長提出議案（18件）

条例関係　　４件（すべて可決）

予算・決算関係　９件（すべて承認・可決）

その他議案　５件（すべて承認・可決）

議員提出議案（11件）

条例関係　　１件（可決）

委員会報告　４件（すべて可決）

意見書　　　３件（すべて可決）

その他議案　３件（すべて可決）

その他議案

請願・陳情　７件（17ページ参照）

那
珂
市
職
員
の
公
益
法
人
等

へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
益
法
人
制
度
改
革
三
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

文
言
の
整
理
で
す
。

那
珂
市
議
会
の
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
文
言
の
整
理

で
す
。（「
報
酬
」
を
「
議
員

報
酬
」
に
改
正
）

那
珂
地
方
公
平
委
員
会
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

那
珂
市
特
別
会
計
設
置
条
例

の
一
部
改
正

那
珂
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

那
珂
地
方
公
平
委
員
会
の

事
務
局
を
常
陸
大
宮
市
か
ら

那
珂
市
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

那
珂
地
方
公
平
委
員
会

は
、
地
方
自
治
法
及
び
地
方

公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
那
珂
市
、
常
陸
大
宮
市
、

東
海
村
及
び
大
宮
地
方
環
境

整
備
組
合
と
共
同
で
規
約
を

定
め
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
３
人
の
非
常

勤
の
委
員
で
組
織
さ
れ
、
職

員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
の
要
求
を
審
査
・
判
定
し

必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
な

ど
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。

那
珂
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
項
番
号
の
整

理
で
す
。（「
第
13
項
及
び
第

14
項
」
を
「
第
14
項
及
び
第

15
項
」
に
改
正
）
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平成20年第３回定例会
（９月９日～９月26日）

議案件数と結果

条

例

平成１９年度那珂市決算の認定

補正予算など承認・可決



▼平成20年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　７億3,118万９千円の増額➡

総額28億7,618万９千円
起債償還元金の増額によるものです。

▼平成20年度農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第１号）

　3,425万８千円の増額➡総額６億1,825万８千円
起債償還元金の増額によるものです。

※起債償還元金について、市では財政健全化計画を策
定し、総務大臣から承認を受けたため、「公的資金
補償金免除繰上償還」を行います。これは、国の臨
時特例措置で、償還期限までの利子に相当する額（補
償金）が免除され、低利資金への借換え等により、
将来の公債費負担の軽減を図るものです。

▼平成20年度一般会計補正予算（第２号）
　103万７千円の増額➡総額169億6,421万９千円
農業委員会委員補欠選挙費の増額によるものです。

（平成20年８月11日専決処分）

▼平成20年度一般会計補正予算（第３号）
　３億4,951万４千円の増額➡

総額173億1,373万３千円
起債償還元金、上菅谷停車場線街路整備事業、上菅
谷下菅谷線街路整備事業、清水洞の上整備事業など
の増額などによるものです。

▼平成20年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第２号）

　5,186万３千円の増額➡総額53億5,121万円
後期高齢者支援金、国県負担金等返納金の増額など
によるものです。

平成20年度補正予算５件を原案どおり承認・可決しました。

▼平成20年度那珂地方公平委員会特別会計予算
　総額58万２千円
事務局が那珂市に変更になることに伴い、特別会計
が新設されました。常陸大宮市からの繰越金などに
よるものです。

▼平成19年度一般会計継続費精算
総合計画策定事業、五台小学校大規模改造事業につ
いて、繰り越されていた予算が精算されました。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
早
期
に
把
握
し
、
破
綻

を
防
ぐ
目
的
と
し
て
、「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
19

年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
財
政

健
全
化
に
関
す
る
各
指
標
を

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
議

会
に
報
告
し
住
民
に
公
表
す

る
こ
と
が
、
地
方
公
共
団
体

に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
指
標
が
国
の
定
め
る
基
準

を
超
え
る
と
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
る
「
財
政
早
期
健
全

化
団
体
」
に
、
さ
ら
に
財
政
状

況
が
悪
化
す
る
と
、
国
等
の
関

与
に
よ
る
「
財
政
再
生
団
体
」

と
な
り
ま
す
。

　

那
珂
市
の
平
成
19
年
度
決
算

に
基
づ
く
指
標
は
、
左
記
の
と

お
り
健
全
段
階
に
あ
り
ま
す
。

指標名 早期健全化基準 財政再生基準 那珂市の比率

① 実質赤字比率 13.11% 20.00% （赤字なし）

② 連結実質赤字比率 18.11% 40.00% （赤字なし）

③ 実質公債費比率 25.0% 35.0% 14.0%

④ 将来負担比率 350.0% 133.4%

⑤ 資金不足比率 20.0% （不足なし）

①＝普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合
②＝全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合
③＝普通会計が負担する公債費が標準財政規模に占める割合
④＝普通会計が将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合
⑤＝公営企業会計の資金不足額が事業規模に占める割合
標準財政規模＝通常の行政サービスを行うために必要な一般財源の規模

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
を
承
認
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補 正 予 算

その他の予算



決算特別委員会

平成１９年度那珂市決算　総額３１８億円
決算特別委員会を設置し、詳細に審査

　

９
月
10
日
の
本
会
議
で
市
か

ら
平
成
19
年
度
の
各
種
会
計
歳

入
歳
出
決
算
と
水
道
事
業
会
計

決
算
が
提
出
さ
れ
、
監
査
委
員

か
ら
「
各
種
の
決
算
計
数
は
正

確
で
あ
り
、
概
ね
適
正
な
決
算

状
況
で
あ
っ
た
。
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

推
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

と
の
監
査
意
見
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

詳
細
に
審
査
す
る
た
め
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
し

ま
し
た
。

　

９
月
11
日
か
ら
行
わ
れ
た
決

算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
は
、

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
各
担
当

課
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
進
め

ら
れ
、
予
算
が
当
初
の
目
的
の

た
め
に
適
正
か
つ
効
率
的
に
使

わ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
行
政

効
果
が
あ
っ
た
か
な
ど
、
様
々

な
角
度
か
ら
質
疑
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
の
行
財
政
改
革
に

向
け
て
更
な
る
改
善
や
工
夫
を

求
め
、
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
積
極
的
に
各
種
提
言

や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
経
過

決算特別委員会委員
（各常任委員会から３名ずつの計12名）

委 員 長 小　沼　博　恭 ＜総務＞

副委員長 萩　谷　俊　行 ＜教育厚生＞

委 員 中　庭　正　一 ＜産業生活＞

〃 髙　畑　道　英 ＜教育厚生＞

〃 海　野　　　徹 ＜産業生活＞

〃 蝦　名　純　子 ＜建設＞

〃 君　嶋　寿　男 ＜教育厚生＞

〃 笹　島　　　猛 ＜建設＞

〃 助　川　則　夫 ＜総務＞

〃 遠　藤　　　実 ＜建設＞

〃 木　村　静　枝 ＜総務＞

〃 海　野　　　進 ＜産業生活＞
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委員会レポート

平成１９年度那珂市各種会計歳入歳出決算
会　　計　　区　　分 歳入決算額　Ａ 歳出決算額　Ｂ 歳入歳出差引額　Ａ－Ｂ

一　　般　　会　　計 １７３億８，４９９万円 １６７億５，３７０万円 ６億３，１２９万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） ５３億３，５４１万円 ５２億５，３２４万円 ８，２１７万円

老人保健特別会計 ４１億８，４３２万円 ４１億７，８６７万円 ５６５万円

下水道事業特別会計 ２１億９，５８９万円 ２１億　 ８４２万円 ８，７４７万円

公園墓地事業特別会計 １，２１７万円 １，０４１万円 １７６万円

農業集落排水整備事業特別会計 ５億１，８３９万円 ５億 　　５３万円 １，７８６万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） ２７億４，０５９万円 ２７億　 ８３７万円 ３，２２２万円

介護サービス事業特別会計 １，０１７万円 ９４５万円 ７２万円

上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計 ３億１，７４０万円 ３億　 ４５０万円 １，２９０万円

合　　　　　計 ３２６億９，９３３万円 ３１８億２，７２９万円 ８億７，２０４万円

平成１９年度那珂市水道事業会計決算
会　　計　　区　　分 収入決算額　Ａ 支出決算額　Ｂ 収入支出差引額　Ａ－Ｂ

水道事業会計
（収益的収支） １１億４，８１３万円 １０億２，１１０万円 １億２，７０３万円

（資本的収支） ８，５５４万円 ５億７，８２３万円 ▲４億９，２６９万円



　

３
日
間
に
わ
た
る
決
算
特

別
委
員
会
で
の
慎
重
な
審
査

の
結
果
、
各
種
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
は
、「
歳

入
で
は
、
市
税
の
収
入
未
済

額
が
見
ら
れ
、
更
な
る
収
納

推
進
を
求
め
る
が
、
収
納
率

が
前
年
度
よ
り
0.4
％
上
回
っ

た
こ
と
は
努
力
の
成
果
が
認

め
ら
れ
る
。
歳
出
で
は
、
不

主
な
質
疑

用
額
が
見
ら
れ
る
が
、
主
に

入
札
差
金
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
適
正
な
支
出
で
あ
る
。

ま
た
合
併
後
３
年
が
経
過

し
、
各
事
業
に
お
い
て
合
併

効
果
を
発
揮
し
、
市
民
の
要

望
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
状

況
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と

お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決

算
に
つ
い
て
は
、「
普
及
率

は
98
・
１
％
、
有
収
率
（
配

水
量
に
対
す
る
有
料
給
水

量
）
は
90
・
３
％
と
高
い
水

準
を
確
保
し
て
い
る
。
予
算

の
適
正
執
行
を
確
認
し
、
経

営
状
況
は
良
好
で
あ
る
。」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原

案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆　

◇　

◆　

◇　

◆　

◇

　

定
例
会
最
終
日
と
な
っ
た

９
月
26
日
の
本
会
議
で
、
決

算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報

告
に
対
す
る
一
括
質
疑
及
び

討
論
を
行
い
、採
決
の
結
果
、

各
種
会
計
歳
入
歳
出
決
算
と

水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
原

案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

採　
　

決

【

一

般

会

計

】

問　

法
律
相
談
事
業
の
予
約

状
況
は
。

答　

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出

る
ほ
ど
需
要
が
多
く
、
月
２

回
実
施
し
た
月
も
あ
っ
た
。

問　

国
保
高
額
療
養
費
貸
付

金
の
補
正
減
の
理
由
は
。

答　

限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
の
支
払

い
が
限
度
額
ま
で
で
済
む
よ

う
に
な
り
、
貸
付
利
用
件
数

が
減
少
し
た
。

問　

ふ
れ
あ
い
農
園
設
置
事

業
の
使
用
料
や
事
業
内
容
等

の
見
直
し
は
。

答　

現
在
35
区
画
あ
る
が
、

除
草
作
業
な
ど
の
効
率
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

那
珂
川
沿
岸
農
業
水
利

事
業
の
進
捗
率
は
。

答　

事
業
費
ベ
ー
ス
で
見
る

と
80
％
で
あ
る
。
環
境
保
護

対
策
や
ダ
ム
構
造
補
強
対
策

等
が
あ
り
、
工
期
は
平
成
29

年
度
完
了
予
定
で
あ
る
。

問　

消
費
者
行
政
推
進
事
業

に
お
い
て
、
消
費
生
活
に
係

る
相
談
件
数
と
対
策
は
。

答　

相
談
件
数
は
214
件
で
あ

り
、
対
策
と
し
て
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
、
ま
た
警
察
と
連
携
し
て

情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
進
め
て
き
た
。

問　

竹
ノ
内
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

工
事
や
換
地
処
分
は
終

わ
っ
て
お
り
、
保
留
地
は
全

て
売
却
済
み
で
あ
る
。
平
成

21
年
度
事
業
完
了
を
予
定
し

て
い
る
。

問　

茨
野
住
宅
の
建
て
替
え

予
定
は
。

答　

建
て
替
え
は
行
わ
ず
、

平
成
23
年
３
月
末
に
土
地
を

地
主
に
返
却
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
公
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
詰
め
て
い

き
た
い
。

問　

消
火
栓
設
置
事
業
の
状

況
は
。

答　

新
規
消
火
栓
及
び
移
設

消
火
栓
を
21
基
設
置
し
て
い

る
。

問　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
の
教
育
相
談
件
数

は
。

答　

心
の
悩
み
を
持
つ
児
童

生
徒
・
保
護
者
・
教
員
等
を

含
め
た
教
育
相
談
件
数
は
452

件
で
あ
っ
た
。

問　

小
中
学
校
の
耐
震
補
強

の
計
画
は
。

答　

小
中
学
校
の
耐
震
診
断

は
終
了
し
て
い
る
。
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
市
立
学

校
等
施
設
耐
震
化
推
進
計
画

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
効

率
の
良
い
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問　

図
書
館
の
現
在
の
蔵
書

数
は
。

答　

９
万
５
千
７
百
冊
で
あ

り
、
開
架
書
庫
蔵
書
能
力
の

64
％
に
あ
た
る
。

問　

学
校
給
食
用
米
飯
に
汚

染
米
混
入
の
懸
念
は
。

答　

那
珂
市
の
場
合
は
地
元

産
の
米
100
％
を
使
用
し
て
い

る
の
で
、
今
問
題
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
米
が
混
じ
る
こ

と
は
な
い
。

【

特

別

会

計

】

問　

実
績
が
な
か
っ
た
国
保

移
送
費
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て

は
。

答　

保
険
証
送
付
時
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
制
度
紹
介
し
て
い
る
。

問　

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成

の
利
用
状
況
は
。

答　

利
用
者
数
は
141
人
で
あ

り
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

問　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
の
進
捗
率
は
。

答　

事
業
費
ベ
ー
ス
で
見
る

と
52
・
５
％
で
あ
る
。

【

水

道

事

業

会

計

】

問　

石
綿
管
の
布
設
替
え
の

状
況
は
。

答　

下
水
道
工
事
等
の
関
連

事
業
に
合
わ
せ
て
、
約
２
㎞

の
布
設
替
え
を
行
い
、
残
り

が
約
21
㎞
と
な
っ
た
。
今
後

も
計
画
的
に
更
新
し
て
い

く
。
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平成１９年度各種会計歳入歳出決算、
水道事業会計決算を適正であると認定



総
務
常
任
委
員
会

　

本
件
は
、
６
月
定
例
会
以

降
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

し
て
、
所
管
事
務
調
査
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
那
珂
市
で
も
財
政

の
建
て
直
し
に
つ
い
て
は
急

務
で
あ
り
、
本
調
査
は
歳
出

の
削
減
に
つ
い
て
、
調
査
検

討
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
件
調
査
研
究
の
た
め
、

７
月
30
日
、
８
月
22
日
に
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
議
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
那
珂
市
の
財
政
の

現
状
に
つ
い
て
、
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
歳
入
に

お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
改

革
に
よ
る
税
源
移
譲
の
影
響

で
、前
年
に
比
べ
市
民
税
等
は

約
６
億
９
千
万
円
増
の
71
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
半
面
、
地
方
譲
与
税
が
約

４
億
２
千
万
円
、
地
方
特
例

交
付
金
が
約
１
億
円
、
地
方

交
付
税
が
４
億
３
千
万
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
、
基
金
の

取
り
崩
し
を
行
う
な
ど
厳
し

い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
扶
助

費
等
制
度
上
不
可
避
の
経
費

が
増
加
す
る
状
況
に
加
え

て
、
少
子
高
齢
社
会
に
適
切

に
対
応
す
る
社
会
保
障
関
係

施
策
の
実
施
、
市
民
生
活
の

向
上
を
目
指
し
た
社
会
資
本

の
整
備
等
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
り
一

層
の
市
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
財
政
秩
序

の
適
正
化
に
努
め
な
け
れ

ば
、
財
政
の
健
全
化
は
図
れ

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

総
務
常
任
委
員
会
と
し
て

は
、
歳
出
の
削
減
が
図
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

事
業
や
項
目
に
つ
い
て
、
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な

意
見
を
テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と

め
、
優
先
順
位
を
決
め
、
調

査
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
継
続
調
査
と
す
べ
き
も

の
に
決
定
し
ま
し
た
。

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

更
な
る
歳
出
削
減
の
調
査
・
検
討
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原子力安全対策特別委員会

継続調査

那
珂
核
融
合
研
究
機
能
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り

　

７
月
14
日
に
、
執
行
部
と

と
も
に
、
国
と
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
に
対
し
て
、

「
那
珂
核
融
合
研
究
所
西
地

区
の
早
期
有
効
活
用
に
つ
い

て
」「
Ｊ
Ｔ
60
の
電
源
三
法

交
付
金
対
象
施
設
の
認
定
に

つ
い
て
」
の
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

西
地
区
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
、
国
で
は
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
と
協
力
し

て
対
応
し
た
い
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
で
は
有
効

活
用
の
道
筋
を
早
急
に
つ
け

た
い
、と
い
う
回
答
で
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｔ
60
の
電
源
三

法
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
研
究
施
設
と
い
う

位
置
づ
け
で
あ
り
、
原
子
力

発
電
に
準
じ
る
施
設
で
は
な

い
と
の
国
の
回
答
で
し
た
。

原
子
力
安
全
協
定
に
基
づ
く

気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況

　

平
成
20
年
度
第
１
四
半
期

（
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
）

に
お
け
る
気
体
廃
棄
物
の
放

出
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
事
業
所
に
お
い
て
放
出

管
理
目
標
値
を
下
回
っ
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

原
子
力
安
全
協
定
に
係
る
㈱

Ｊ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
「
管
理
の

目
標
値
」
の
一
部
変
更

　

㈱
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
は
、
臨
界
事

故
以
来
核
燃
料
加
工
事
業
か

ら
撤
退
し
、
今
後
も
必
要
が

な
く
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
順
次
廃
止
、
撤
去
等
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
４
管
理
棟
の

全
設
備
の
解
体
撤
去
が
完
了

し
、
気
体
廃
棄
物
の
放
出
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
原
子
力

安
全
協
定
に
基
づ
き
、
第
４

管
理
棟
の
排
気
筒
に
係
る
原

子
力
安
全
協
定
の
放
出
管
理

目
標
値
を
削
除
す
る
た
め
協

議
が
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
の

変
更
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
原
子
力
発
電
㈱
東
海
第

二
発
電
所
に
お
け
る
一
連
の

ト
ラ
ブ
ル

　

今
回
の
一
連
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
し
て
は
、
同
系

統
の
水
平
展
開
の
実
施
や
運

転
員
の
安
全
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
求
め
、
事
業
所
に

対
し
厳
重
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
運
転
状
況
の

監
視
に
努
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。

那
珂
核
融
合
研
究
所
西
地
区

の
土
地
利
用

　

現
在
、
那
珂
核
融
合
研
究

所
西
地
区
（
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
那

珂
市
や
茨
城
県
の
公
共
工
事

の
建
設
発
生
残
土
を
受
け
入

れ
て
、
そ
の
土
砂
を
未
利
用

地
の
造
成
に
活
用
す
る
と
い

う
計
画
で
、
財
団
法
人
茨
城

県
建
設
技
術
管
理
セ
ン
タ
ー

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
の

報
告
を
執
行
部
か
ら
受
け
ま

し
た
。

継続調査

調査事項
１ 住民の安全確保に関する事項
２ 周辺の環境保全に関する事項
３ 原子力安全協定に関する事項
４ 核融合研究施設に関する事項
５ その他関連する事項

　当委員会では、住民の安全確保と周辺環境の保全を図る
うえから、原子力に対する知識と理解を深めるため、７
月23日～ 25日に島根原子力発電所と人形峠環境技術セン
ターの視察・調査を行いました。

人形峠環境技術センターでの視察調査風景
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Q
&

A

市
政
を
問
う

９議員が一般質問

◆遠藤　　実　議員
１　レジ袋有料化について
２　自殺対策について

◆石川　利秋　議員
１　補助金（団体補助及び事業費補助）等について

◆海野　　徹　議員
１　市政懇談会について
２　財政健全化計画と定員数について
３　福祉交通システムについて
４　補助金と民法１０８条及び精査状況について
５　旧瓜連町の公文書・行政資料の管理について
６　用悪水路管理条例について
７　幼保一元化・統合計画について
８　道徳教育について

◆笹島　　猛　議員
１　茨城県国保連合会の横領問題と市の会計事務
について

２　文化行政と地域資源の活用について
３　裁判員制度について

◆間宮　　一　議員
１　道路行政について
２　市の資源物収集箇所への掲示板設置について

◆先﨑　　光　議員
１　不法投棄対策について
２　スクールボランティアの活用について
３　携帯電話による青少年への有害環境対策につ
いて

◆木村　静枝　議員
１　学校給食において米飯給食の増を
２　ヨウ素剤の配布について

◆蝦名　純子　議員
１　農業振興について
２　新型インフルエンザの対策について

◆福田　耕四郎　議員
１　本市の基幹産業農業について
２　公用車について



間
を
経
て
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
レ
ジ
袋
辞
退
率
が
目
標

の
80
％
以
上
を
す
ぐ
に
達
成

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

様
に
常
陸
太
田
市
・
笠
間

市
・
つ
く
ば
市
・
高
萩
市
と

ス
タ
ー
ト
し
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
那
珂
市
で
も
事

業
者
・
市
民
団
体
と
連
携
を

取
っ
て
こ
の
制
度
を
導
入

し
、
協
働
体
制
を
構
築
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
で
す

　

県
内
で
レ
ジ
袋
有

料
化
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
環
境
対
策
を
推
進

す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
ひ
た
ち
な
か
市
で
は

今
年
２
月
に
ス
ー
パ
ー
８
社

19
店
舗
で
一
斉
に
レ
ジ
袋
を

有
料
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

市
と
事
業
者
・
市
民
団
体
の

三
者
に
よ
る
取
り
組
み
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
周
知
期

か
。

　

市
民
生
活
部
長

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は

ご
み
の
減
量
化
を
初
め
と
す

る
環
境
問
題
に
対
し
て
住
民

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
寄

与
す
る
方
策
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
関
係
団
体
等

と
協
議
を
行
い
実
施
し
て
い

き
た
い
。

的
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会

の
設
置
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
で
す
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

こ
こ
ろ
の
相
談
を
精

神
科
医
等
が
、
又
精
神
保
健

福
祉
相
談
を
精
神
保
健
福
祉

士
が
担
当
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ

い
て
は
、
今
後
保
健
福
祉
関

　

自
殺
は
も
は
や
個

人
的
な
問
題
で
は
な

く
社
会
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
し
て
自
殺
対
策
基
本

法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
相
談
者
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

又
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
人

材
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）
を

ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
ま

す
か
。
さ
ら
に
、
各
課
横
断

Ｑ

Ａ

レ
ジ
袋
有
料
化
を
実
施
し
、協
働
体
制
の
構
築
を

今
後
、
関
係
団
体
等
と
協
議
し
て
実
施
す
る

相
談
体
制
の
整
備
を
図
る
な
ど
予
防
対
策
を
図
る

自
殺
対
策
を
す
る
た
め
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
て
は

Ｑ

Ａ

遠藤　実 議員

質問事項
１　レジ袋有料化について

２　自殺対策について

係
者
等
の
研
修
や
会
議
で
周

知
し
ま
す
。
又
協
議
会
等
組

織
の
立
ち
上
げ
以
前
に
相
談

体
制
の
整
備
を
図
る
な
ど
予

防
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
次
長　

ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
に
関
し
て
は
、
教

職
員
の
研
修
や
道
徳
教
育
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
又

教
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
対

策
と
し
て
心
の
健
康
の
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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一般質問　Q & A

ひたちなか市のレジ袋有料化啓発ポスター

こころの相談について
◆日　時　平成20年度は、4月22日、6月24日、
　　　　　8月26日、10月28日、12月9日、
　　　　　平成21年2月24日の13:00 ～ 16:00
◆場　所　市総合保健福祉センター「ひだまり」
◆対　象　市内にお住まいのかた
◆相談員　栗田病院副院長（精神科医）
◆費　用　無料
◆その他　要予約。定員になり次第締切。
◆申込み　健康推進課成人保健係 

（TEL 270－8071）



即
応
的
な
対
応
が
出
来
な
い

ケ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
は
回
収
等
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
ご
相
談
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

市
長　

補
助
金
の
改
革
に

つ
い
て
は
、
出
来
る
も
の
か

ら
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
道
路
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
も
適
正
な
予
算

の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

し
て
い
な
い
の
で
改
善
勧
告

及
び
新
規
入
所
停
止
措
置
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
私
達

の
貴
重
な
税
金
が
投
入
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業
期

間
は
僅
か
１
年
未
満
で
あ
る
。

県
の
検
査
に
よ
る
と
本
市
の

補
助
金
等
交
付
規
則
に
違
反

し
て
い
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

そ
こ
で
補
助
金
の
返
還
及
び

時
効
の
可
能
性
、
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
15
年
度
に
旧

那
珂
町
に
お
い
て
経

済
上
及
び
生
活
上
の
問
題
が

あ
る
母
子
家
庭
等
を
入
所
さ

せ
て
、
自
立
の
促
進
や
生

活
支
援
す
る
母
子
生
活
支
援

施
設
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ラ

イ
フ
の
整
備
に
係
る
費
用
に

対
し
国
・
県
・
町
等
が
約

１
億
６
４
０
０
万
円
の
補
助

を
行
っ
た
。
し
か
し
県
が
児

童
福
祉
法
の
最
低
基
準
に
達

　

保
健
福
祉
部
長　

補
助
金
の
返
還
に
つ

い
て
は
、
国
及
び
県
と
も
話

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
市
に

お
い
て
も
返
還
を
求
め
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仮
に
事

業
認
可
取
り
消
し
が
確
定
す

れ
ば
５
年
以
内
に
請
求
し
な

け
れ
ば
返
還
請
求
権
が
消
滅

し
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
、
国

と
連
絡
を
密
に
し
て
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。

も
の
だ
。
ど
う
し
て
も
処
分

費
等
の
予
算
措
置
が
困
難
な

ら
ば
、
補
助
金
等
の
縮
減
及

び
一
部
廃
止
を
行
う
な
ど
歳

出
削
減
に
努
め
道
路
管
理
費

を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

建
設
部
長　

先
の

議
会
に
お
い
て
回
収

方
法
等
に
つ
い
て
十
分
考
慮

し
て
対
応
す
る
と
答
弁
を
し

ま
し
た
が
、予
算
の
執
行
上
、

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
道
路
及
び

水
路
等
の
清
掃
や
除
草
、
伐

採
作
業
を
実
施
し
た
。
そ
こ

で
担
当
課
に
回
収
作
業
を
申

し
入
れ
た
が
予
算
が
無
い
の

で
し
ば
ら
く
の
間
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
事

で
現
在
も
回
収
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
回
収
作
業
費

や
処
分
費
等
は
市
民
の
安
心
・

安
全
が
確
保
さ
れ
れ
ば
安
い

Ｑ

Ａ

補
助
金
の
返
還
及
び
時
効
の
可
能
性
は

返
還
に
つ
い
て
は
国
と
連
絡
を
密
に
し
た
対
処
を

補
助
金
改
革
を
図
り
、
維
持
管
理
費
確
保
に
努
め
る

道
路
維
持
管
理
費
の
確
保
と
補
助
金
制
度
改
革
を

Ｑ

Ａ

石川利秋 議員

質問事項
１　補助金（団体補助及び事

業費補助）等について

道路維持管理費について適正な予算確保を
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一般質問　Q & A

母子生活支援施設とは
児童福祉法第38条に定められる施設で、配偶者
のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及び
その者の監護すべき児童を入所させて、これらの
者を保護するとともに、これらの者の自立の促進
のためにその生活を支援し、あわせて退所した者
について相談その他の援助を行うことを目的とす
る。



ね
る
事
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

市
長　

認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
は
、
財
政
状
況
の
悪

化
と
保
育
所
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
行

財
政
改
革
の
上
か
ら
も
、
指

摘
の
よ
う
に
、
民
間
に
委
ね

る
こ
と
も
含
め
て
見
直
し
を

行
な
っ
て
い
き
た
い
。

催
を
考
え
て
い
る
。
検
討
委

員
会
で
は
市
の
総
合
的
な
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

討
議
し
、
来
年
２
月
頃
ま
で

に
意
見
を
纏
め
て
い
き
た

い
。
仮
に
委
員
会
の
中
で
新

し
い
公
共
交
通
の
提
案
が
あ

り
、そ
れ
を
実
施
す
る
場
合
、

内
容
に
も
よ
る
が
、
移
行
す

る
た
め
の
調
査
や
計
画
を
策

定
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国

の
認
可
を
受
け
る
た
め
の
連

　

本
年
３
月
、
地
域

公
共
交
通
活
性
化
事

業
が
示
さ
れ
、
地
域
公
共
交

通
協
議
会
が
組
織
さ
れ
る
と

の
事
で
あ
っ
た
。
進
捗
状
況

と
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
公
室
長　

検

討
委
員
会
は
、
現
時

点
で
開
催
し
て
い
な
い
。
10

月
初
旬
に
開
催
予
定
で
あ

る
。
年
度
内
に
４
回
程
度
開

絡
調
整
、
さ
ら
に
は
機
材
の

準
備
、
試
験
運
転
、
市
民
へ

の
周
知
な
ど
に
相
当
の
期
間

が
必
要
と
な
る
。そ
の
た
め
、

仮
に
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
運
行
す
る
場
合
に
は

平
成
22
年
度
以
降
に
な
る
と

考
え
る
。
平
成
20
年
度
で
契

約
の
切
れ
る
福
祉
バ
ス
の
空

白
期
間
は
、
継
続
し
て
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
次
長　

幼
保

一
元
化
施
設
の
認
定

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
混

合
学
級
解
消
・
集
団
教
育
・

集
団
保
育
の
確
保
と
い
う
教

育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
平

成
23
年
度
開
園
を
目
指
し
て

計
画
を
進
め
て
き
た
。
し
か

し
、行
財
政
改
革
の
上
か
ら
、

指
摘
の
よ
う
に
、
民
間
に
委

　

幼
保
一
元
化
・
統

合
計
画
の
全
容
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
計
画
を

立
ち
上
げ
た
平
成
17
年
当
時

と
比
べ
て
、
財
政
面
で
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
民

間
に
お
い
て
も
、
同
様
施
設

の
増
改
築
や
新
設
の
動
向
が

見
ら
れ
る
。
民
間
に
出
来
る

事
は
民
間
に
委
ね
る
と
い
う

の
が
、「
事
業
仕
分
け
」
の

理
念
で
あ
る
。
今
後
の
方
向

ＱＡ 地
域
公
共
交
通
の
進
捗
状
況
並
び
に
方
向
性
を
伺
う

今
年
度
中
に
策
定
す
る
、
当
面
は
福
祉
バ
ス
を
続
行

平
成
23
年
で
計
画
し
た
が
民
間
を
含
め
て
見
直
し
を

幼
保
一
元
化
・
統
合
計
画
の
方
向
性
を
伺
う

Ｑ

Ａ

海野　徹 議員

質問事項
１　市政懇談会について
２　財政健全化計画と定員数について
３　福祉交通システムについて
４　補助金と民法108条及び

精査状況について
５　旧瓜連町の公文書・行政

資料の管理について
６　用悪水路管理条例について
７　幼保一元化・統合計画について
８　道徳教育について
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一般質問　Q & A

認定こども園とは
幼稚園、保育所等のうち、就学前の子どもに幼児
教育・保育を提供する機能と、地域における子育
て支援を行う機能とを備える施設で、都道府県知
事が「認定こども園」として認定した施設のこと。

市の総合的な公共交通のあり方について検討



た
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
会
計
に
つ
い
て
は
、

監
査
委
員
が
毎
年
決
算
を
行

い
、
必
ず
定
期
的
に
チ
ェ
ッ

ク
も
し
て
、
複
数
年
に
わ
た

り
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
課
の
職
員
が
各

種
補
助
団
体
等
の
事
務
局
と

し
て
現
金
を
取
り
扱
う
場
合

に
は
、
通
帳
と
印
鑑
を
別
々

　

茨
城
県
国
保
連
合

会
の
元
職
員
が
、
３

年
間
で
11
億
円
と
い
う
巨
額

の
公
金
横
領
事
件
を
お
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

原
因
は
、
印
鑑
と
通
帳
の
保

管
管
理
に
不
備
が
あ
っ
た
こ

と
と
帳
票
と
預
金
通
帳
の

チ
ェ
ッ
ク
管
理
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
及
び
財
政
会
計

シ
ス
テ
ム
で
作
成
さ
れ
た
帳

票
の
偽
装
を
見
抜
け
な
か
っ

に
管
理
し
て
、
一
人
で
は
現

金
を
引
き
出
せ
な
い
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

通
帳

は
事
務
担
当
者
が
管

理
し
、
印
鑑
に
つ
い
て
は
、

上
司
が
保
管
す
る
な
ど
し

て
、
一
人
で
は
現
金
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

れ
た
文
芸
で
す
。「
額
田
の

た
っ
つ
ぁ
い
」
を
ユ
ー
モ
ア

と
温
か
み
の
あ
る
イ
ラ
ス
ト

で
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽

し
め
る
絵
本
に
す
れ
ば
、
地

域
文
化
の
継
承
と
地
域
の
活

性
化
に
な
り
ま
す
。
こ
の
絵

本
を
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

に
活
用
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

副
市
長　

祭
り
や

民
話
な
ど
伝
統
、
伝

　

那
珂
市
に
は
有
形

無
形
で
た
く
さ
ん
の

歴
史
や
文
化
が
現
代
ま
で

残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

民
話
と
し
て
「
額
田
の
た
っ

つ
ぁ
い
話
」
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
全
国
的
に
誇
れ
る

文
化
で
あ
る
本
市
の
民
話
を

テ
ー
マ
に
し
た
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

民
話
は
、
庶
民
か
ら
生
ま

Ｑ

Ａ

国
保
連
合
会
の
11
億
円
公
金
横
領
事
件
か
ら
教
訓
を

一
人
で
現
金
を
引
き
出
せ
な
い
体
制
を
と
っ
て
い
る

「
絵
本
」
を
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
で
活
用
し
た
い

民
話
「
額
田
の
た
っ
つ
ぁ
い
」
で
地
域
活
性
化
を

Ｑ

Ａ

笹島　猛 議員

質問事項
１　茨城県国保連合会の横領

問題と市の会計事務につ

いて

２　文化行政と地域資源の活

用について

３　裁判員制度について

承
文
化
の
無
形
民
俗
文
化
財

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

地
域
に
対
す
る
自
信
と
誇
り

な
ど
郷
土
愛
を
育
み
、
地
域

の
繋
が
り
を
活
性
化
し
、
文

化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
重
要
な
柱
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

絵
本
を
郷
土

資
料
と
し
て
学
校
教
育
や
生

涯
学
習
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「額田のたっつぁい」とは、ちくばなし（ほらふき）で
有名なお話。江戸時代より額田のみならず、旧水戸領の
周辺の村人にも語り伝えられている民話です。
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一般質問　Q & A

一人では現金を引き出せないシステムづくりを



て
お
り
ま
す
。
又
、
警
察
署

と
の
連
携
は
パ
ト
ロ
ー
ル
等

も
含
め
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
さ
ら
に

連
携
を
密
に
し
、
資
源
物
持

ち
去
り
行
為
の
撲
滅
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
部
長　

道
路

構
造
令
で
は
待
避
所

を
設
け
る
場
合
車
道
幅
員
５

メ
ー
ト
ル
以
上
で
す
。
市
街

化
調
整
区
域
の
道
路
に
於
い

て
は
、
通
行
機
能
確
保
の
為

の
応
急
処
置
と
し
て
と
ら
え

て
お
り
ま
す
。
休
止
、
中
断

し
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
は

個
別
案
件
ご
と
に
充
分
精
査

を
し
て
い
き
ま
す
。
又
、
通

学
路
に
於
け
る
、
児
童
歩
行

　

現
在
ま
で
に
狭
隘

道
路
の
要
望
整
備
が

提
出
さ
れ
て
も
、
何
ら
か
の

事
情
に
よ
り
整
備
が
で
き
な

い
道
路
に
於
い
て
、
道
路
構

造
令
に
沿
っ
た
待
避
所
の
設

置
と
市
街
化
調
整
区
域
の
通

学
路
の
児
童
を
守
る
待
避
所

の
設
置
整
備
を
要
望
し
た

い
。

者
の
為
の
待
避
所
に
つ
い
て

は
、
地
元
で
用
地
等
が
確
保

で
き
れ
ば
当
該
敷
地
に
車
が

入
ら
な
い
様
な
安
全
対
策
を

行
政
が
担
う
事
は
可
能
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

市
民
が
資
源
物
と
し

て
市
の
集
積
所
に
出
し
た
も

の
を
持
ち
去
る
行
為
は
条
例

違
反
で
あ
る
。
集
積
所
は
約

２
５
０
０
箇
所
と
多
く
、
財

政
的
に
も
立
地
条
件
的
に
も

難
し
い
面
が
あ
る
の
で
、
掲

示
板
を
全
部
に
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
設
置
可

能
な
希
望
者
に
配
布
す
る
様

な
形
で
実
施
す
る
事
を
考
え

　

市
の
資
源
物
収
集

箇
所
か
ら
、
資
源
物

の
違
法
持
ち
去
り
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
市
と
し
て
の
対

応
も
限
界
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
地
区
の
収
集
箇
所
の
明

確
化
を
更
に
示
す
為
に
も
掲

示
板
の
設
置
を
要
望
し
た

い
。
そ
し
て
警
察
署
等
と
の

連
携
の
強
化
を
密
に
し
て
持

ち
去
り
防
止
と
撲
滅
に
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ

Ａ

狭
隘
道
路
に
一
時
的
な
待
避
所
の
整
備
を

地
元
の
区
の
要
望
が
あ
れ
ば
対
策
を
考
慮
す
る

設
置
可
能
な
希
望
者
に
配
布
す
る
事
は
可
能
で
す

市
の
資
源
物
収
集
箇
所
へ
の
掲
示
板
の
設
置
を

Ｑ

Ａ

間宮　一 議員

質問事項
１　道路行政について

２　市の資源物収集箇所への

掲示板設置について
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一般質問　Q & A

市の資源物持ち去り防止のための意思表示紙

待避所について
道路構造令第30条
第３種第５級の道路（計画交通量が１日につき
500台未満の市町村道）には、次に定めるところ
により、待避所を設けるものとする。ただし、交
通に及ぼす支障が少ない道路については、この限
りでない。
１　待避所相互間の距離は、300m以内とするこ

と。
２　待避所相互間の道路の大部分が待避所から見

とおすことができること。
３　待避所の長さは、20m以上とし、その区間

の車道の幅員は、５ｍ以上とすること。



の
公
募
を
提
案
し
ま
す
。
更

に
市
役
所
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
職
員
の
私

有
車
に
不
法
投
棄
防
止
を
呼

び
か
け
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
て
も
ら
う
活
動
を
進
め

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

市
民
生
活
部
長　

警
察
と
は
常
に
連
携

し
て
お
り
、
昨
年
は
２
件
の

容
疑
者
検
挙
が
あ
り
、
罰
金

　

市
内
の
各
所
で
不

法
投
棄
（
悪
質
な
も

の
か
ら
ポ
イ
捨
て
ま
で
）
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
警
察
と

の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
抑
止
の
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
、看
板
の
活
用
、

監
視
員
活
動
の
活
発
化
を
求

め
ま
す
。
看
板
作
成
へ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
募
集
、
監
視
員
か

ら
の
定
期
的
な
報
告
書
の
提

出
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員

刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

監
視
員
は
現
在
１
４
４
名

の
正
副
区
長
に
依
頼
し
て
お

り
、当
分
こ
の
体
制
で
い
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
い
た

だ
け
る
か
た
が
い
れ
ば
お
願

い
し
た
い
。
他
の
提
案
に
つ

い
て
は
参
考
と
し
、
防
止
策

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

市
長　

協
力
し
て
く
れ
る

職
員
に
は
率
先
し
て
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
教

育
指
導
員
の
活
用
と
有
害
情

報
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

メ
デ

ィ
ア
教
育
指
導
員
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
校
で
の

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
家
庭
教

育
学
級
学
習
会
な
ど
で
活
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
各
学
校

　

携
帯
電
話
は
と
て

も
便
利
で
す
が
、
青

少
年
の
間
で
は
「
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
ル
」「
な
り
す
ま
し
メ
ー

ル
」「
○
○
裏
サ
イ
ト
」
な
ど

は
深
刻
な
問
題
で
す
。
子
供

達
に
人
気
の
「
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
サ
イ
ト
」「
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
」

の
影
に
恐
ろ
し
い
危
険
性
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
を
、
保
護

者
は
分
か
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
県
や
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
が

Ｑ

Ａ

不
法
投
棄
対
策
と
し
て
監
視
活
動
等
を
強
化
し
て
は

正
副
区
長
へ
の
監
視
員
の
依
頼
を
中
心
に
取
組
む

メ
デ
ィ
ア
教
育
指
導
員
の
活
用
な
ど
啓
発
に
努
め
る

携
帯
電
話
に
よ
る
青
少
年
へ
の
有
害
環
境
対
策
は

Ｑ

Ａ

先﨑　光 議員

質問事項
１　不法投棄対策について

２　スクールボランティアの

活用について

３　携帯電話による青少年へ

の有害環境対策について

に
一
回
程
度
は
機
会
を
持
て

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
県
青
少
年
の
た
め
の

環
境
整
備
条
例
の
中
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
青
少

年
が
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
場

合
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
教
育
指
導
員
の

活
用
と
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
や
青
少
年
相
談
員
に
よ

る
啓
発
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

『知った人から知らない人へ伝えよう』
（青少年メディア研究協会編集）から
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一般質問　Q & A

静区内の不法投棄現場
（写真は平成19年５月。現在は地域住民により撤去済み。）



米
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
学

校
給
食
に
お
け
る
米
飯
給
食

の
回
数
を
増
や
し
て
は
ど
う

か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　

産
業
部
長　

４
か

所
に
な
っ
た
農
産
物

直
売
所
の
振
興
、
畑
作
振
興

で
大
豆
の
拡
大
、
学
校
給
食

に
対
し
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
の

中
に
学
校
給
食
向
け
部
会
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
３
点
に
つ

　

カ
ビ
や
農
薬
で
汚

染
さ
れ
た
外
国
産
の

米
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。世
界
ど
こ
で
も「
輸

入
食
品
は
危
な
い
、
国
産
を

食
べ
よ
う
」
と
い
う
考
え
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土

地
で
取
れ
た
も
の
を
そ
の
土

地
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」

の
対
策
に
つ
い
て
、
那
珂
市

が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
、
ま
た
地
元
産

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
次
長　

週
５
日
の
給

食
を
全
部
米
飯
に
し
た
場

合
、
給
食
費
は
小
中
学
校
共

２
２
０
円
の
値
上
げ
、
こ
れ

を
市
が
補
助
し
た
場
合
、
年

間
１
２
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

県
の
農
政
事
務
所

か
ら
米
飯
給
食
を
週
３
回
に

す
る
よ
う
要
請
が
き
て
い
る
。

３
回
に
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

あ
る
原
子
力
第
二
発
電
所
は
、

今
年
11
月
で
運
転
開
始
以
来

30
年
を
迎
え
、
老
朽
化
が
進

み
、
よ
く
事
故
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。
地
震
が
活
動
期
に

入
っ
た
今
、
安
全
体
制
の
見

直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
柏
崎
市
で
は
原
発
事

故
の
教
訓
か
ら
、
避
難
所
す

べ
て
に
ヨ
ウ
素
剤
を
分
散
配

備
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

那
珂
市
は
現
在
保
健
福
祉

　

ヨ
ウ
素
剤
の
分
散

配
備
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
要
求
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

再
度
質
問
を
し
ま
す
。

　

世
界
最
大
規
模
の
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
が
、
基
準

値
を
大
き
く
超
え
る
地
震
動

に
見
舞
わ
れ
被
災
し
、
１
年

以
上
た
っ
た
今
も
運
転
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
東
海
村
に

Ｑ

Ａ

消
費
拡
大
の
た
め
米
飯
給
食
の
回
数
を
増
や
し
て
は

週
２
・
57
回
を
３
回
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
学
区
ご
と
に
で
き
る
か
検
討

放
射
能
か
ら
身
を
守
る
ヨ
ウ
素
剤
の
分
散
配
備
を

Ｑ

木村静枝 議員

質問事項
１　学校給食において米飯給

食の増を

２　ヨウ素剤の配布について

セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
一
か
所

に
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
各

小
中
学
校
、
避
難
所
に
分
散

す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　

市
長　

学
区
ご
と

に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に
分
散
し
、

管
理
が
で
き
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
医
師
や
看

護
師
、
保
健
師
構
成
な
ど
含

め
十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
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一般質問　Q & A

９月に実施された原子力総合防災訓練の様子

学校給食の週あたりの主食回数

米飯 パン めん 合計

2.57回 1.65回 0.78回 5回

米飯給食を週３回にできるか検討



　

保
健
福
祉
部
長　

発
生
の
宣
言
が
出
さ

れ
た
場
合
に
は
県
民
相
談

室
、
各
保
健
所
に
発
熱
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
住
民
は
、
電
話
相
談

を
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
発

熱
外
来
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
で
も
、
行
動

計
画
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
医
療
機
材
等
の
備
蓄

を
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
市
農
政
課
が
農

政
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

私
も
参
加
し
、
農
業
者
が
、

農
業
の
未
来
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
事
が
良
く
解
か
り
ま

し
た
。
市
は
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
は
、
農
家
の
抱

え
る
問
題
の
現
状
を
知
る
た

め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
は
如
何
か
伺
い
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
農
業
後
継
者

の
減
少
に
よ
り
農
村
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
か
ら
の
指

示
で
、
農
業
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
耕
作
放
棄
地
実
態

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
耕
作

放
棄
地
解
消
計
画
策
定
に
む

け
、
国
の
支
援
策
も
い
ろ
い

ろ
と
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
活
用
し
て
い
た
だ
き

　

産
業
部
長　

農
政

座
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
農
家
の
意

見
を
集
約
し
た
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
必
要
に

応
じ
て
テ
ー
マ
を
決
め
、
さ

ら
な
る
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、
農
政
を
進

め
る
上
で
大
変
重
要
な
内
容

で
す
の
で
、
来
年
１
月
に
は

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
発

生
農
場
の
す
べ
て
の
鶏
を
処

分
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
に

は
秋
田
県
で
死
亡
し
た
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
か
ら
強
毒
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
や
県
で
は
平
成
17
年
に

行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
も
し
、
発
生
し
た
場
合

に
住
民
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
ら
良
い
か
、
又
、
市
の

体
制
は
十
分
か
伺
い
ま
す
。

　

大
正
７
年
に
発
生

し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪

で
日
本
で
は
、
約
39
万
人
が

死
亡
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
10

年
か
ら
40
年
周
期
で
流
行
し

て
き
ま
し
た
。
過
去
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鳥
由
来

で
あ
っ
た
の
で
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
警
戒
が

強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
に
茨
城
県
で
も
鳥
イ
ン

Ｑ

Ａ

農
家
が
抱
え
る
問
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

土
地
利
用
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
来
年
１
月
に
実
施

行
動
計
画
の
整
備
や
医
療
機
材
等
の
備
蓄
を
考
え
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
具
体
的
対
策
を
早
急
に

Ｑ

Ａ

蝦名純子 議員

質問事項
１　農業振興について

２　新型インフルエンザの対

策について
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一般質問　Q & A

農政課が開催した農政座談会の様子

発熱電話相談センターについて
茨城県新型インフルエンザ対応マニュアルから
　国内外で新型インフルエンザ患者の発生が確
認された場合、各保健所及び本庁に速やかに発
熱電話相談センター（相談窓口）を設置し、住
民からの相談に対応するとともに、症例該当者
を新型インフルエンザ発熱外来へ受診するよう
勧める。
　発熱電話相談センター（相談窓口）の設置期
間は、新型インフルエンザ患者が発生した時か
ら終息するまでとする。



　

産
業
部
長　

農
業

従
事
者
の
高
齢
化
あ

る
い
は
原
油
高
騰
と
い
う
中

で
、
農
産
物
の
価
格
が
上
が

る
か
と
い
う
と
、
上
が
ら
な

い
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
本
当
に
新
た
な
中
小
規

模
農
家
の
育
成
を
考
え
て
い

か
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
小
規
模
農
家
に
対
し
て

は
、
担
い
手
の
育
成
、
確
保

が
出
て
き
ま
す
の
で
、
機
械

　

本
市
の
中
小
規
模

の
現
状
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
中
小
規
模
、
兼

業
農
家
に
対
す
る
支
援
を
ど

う
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

次
に
、
農
業
は
本
市
の
重

要
な
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
農
業
振
興
の

た
め
に
強
い
支
援
と
意
欲
あ

る
答
弁
を
求
め
ま
す
。

等
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　

農
業
振
興
を
図
る

に
は
、
今
後
、
ぜ
ひ
と
も
中

小
規
模
農
家
の
皆
さ
ん
の
強

力
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
維
持
、
発
展
し
て

い
く
た
め
に
今
ま
で
あ
っ
た

支
援
策
を
見
直
す
と
と
も
に

必
要
に
応
じ
営
農
指
導
員
の

配
置
を
は
じ
め
新
た
な
支
援

策
も
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
は
何
か
。
契
約
時
に
残
価

価
格
を
設
定
し
な
い
理
由
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

副
市
長　

公
用
車

は
行
政
財
産
で
あ
り

公
用
財
産
で
あ
り
ま
す
が
、

減
価
償
却
と
い
う
方
法
は

と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

総
務
部
長　

基
本
的
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
と
い
う

方
法
で
す
。
平
成
15
年
以
前

　

公
用
車
問
題
に
つ

い
て
、
ま
ず
公
用
車

は
減
価
償
却
方
式
を
取
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま

た
、
平
成
13
年
の
議
会
行
政

改
革
特
別
委
員
会
に
、
公
用

車
の
リ
ー
ス
化
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
報
告
が
あ
っ
た

が
、
報
告
が
な
い
ま
ま
リ
ー

ス
化
が
進
み
リ
ー
ス
車
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
様
な

リ
ー
ス
の
方
法
か
。
メ
リ
ッ

Ｑ

Ａ

本
市
の
基
幹
産
業
農
業
に
つ
い
て

農
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

財
政
上
買
い
替
え
困
難
な
た
め
リ
ー
ス
を
導
入

公
用
車
の
リ
ー
ス
化
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

福田耕四郎 議員

質問事項
１　本市の基幹産業農業につ

いて

２　公用車について

は
公
用
車
の
管
理
基
準
等
明

確
な
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
成
15
年
に
５
、
６

台
が
買
い
替
え
時
期
と
な

り
、
買
い
替
え
は
財
政
的
に

難
し
い
た
め
リ
ー
ス
の
方
法

を
導
入
し
ま
し
た
。
リ
ー
ス

期
間
は
通
常
５
年
間
で
、
再

リ
ー
ス
ま
た
は
打
ち
切
り

は
、
そ
の
時
点
で
協
議
す
る

前
提
で
契
約
を
結
ん
で
お
り

ま
す
。

専業・兼業別農家数の推移 （単位：戸、人　　各年２月１日現在）

※第１種兼業農家…農業所得を主とする兼業農家。
※第２種兼業農家…農業所得を従とする兼業農家。
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一般質問　Q & A

那珂市の公用車は緊急車両等も含め１８３台（９月現在）

区分

年次
農家総数 自給的農家

販売農家 農業従事者数

専業農家
第１種
兼業農家

第２種
兼業農家

総数 男 女

昭和60年 4,617 － 749 1,151 2,717 6,051 2,141 3,910

平成２年 4,373 － 667 641 2,236 6,265 2,369 3,896

平成７年 4,092 － 759 611 2,722 5,699 2,202 3,497

平成12年 3,789 912 623 81 2,173 4,502 1,854 2,648

平成17年 3,280 1,084 628 342 1,226 3,537 1,587 1,950

（資料：茨城県農業基本調査、農林業センサス）
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請願・陳情の審査結果

７件の請願・陳情を審査しました。

燃料、肥料、飼料、農業資材等の
価格高騰に対する緊急対策を求める請願
　請願の概要は、燃料、肥料、飼料、農業資材等の価
格高騰に対する緊急対策を政府が実施するよう意見書
提出を求めるものです。
　審議の中では、これらの価格高騰は農家経営にとっ
て非常に重大な問題であり、当然政府としては農業を
守るためにこれらの高騰分の補償を含めた何らかの全
面的な対策を講じるべきとの意見が出されました。
　採決の結果、賛成多数で採択とすべきものと決定し
ました。　　　　　　　　　　（産業生活常任委員会）

請願者
　日立市十王町伊師3026
　　茨城農民連県北農民センター　代表者　根本　陽一

ミニマムアクセス米の輸入停止を求める請願
　請願の概要は、ミニマムアクセス米の輸入停止を政
府が実施するよう意見書提出を求めるものです。
　審議の中では、輸入を継続することは日本の農業を
圧迫することになり、また今度の事故米を巡る問題な
ど食の安全を守ることからも、輸入は廃止すべきとの
意見が出されました。
　採決の結果、賛成多数で採択とすべきものと決定し
ました。　　　　　　　　　　（産業生活常任委員会）

請願者
　日立市十王町伊師3026
　　茨城農民連県北農民センター　代表者　根本　陽一

ゴミ分別収集の細分化を求める陳情
　陳情の概要は、ゴミの分別収集の細分化を検討し、
環境保全型都市を構築するよう求めるものです。
　審議の中では、市では現在、ゴミとして出された紙
類のほか、ビン類や金属類など資源化できるものはそ
れぞれ分別収集し、大宮地方環境整備組合環境センタ
ー内でさらに詳細に分類をして資源化しており、住民
への負担と効率性を考慮すれば、従来の方法で良いの
ではとの意見が出されました。
　採決の結果、反対多数で不採択とすべきものと決定
しました。　　　　　　　　　（産業生活常任委員会）

陳情者
　那珂市古徳106
　　スワンくらしの会　代表　佐藤　米子

議会の土日開催及び
議員の意思を明確にすることを求める陳情
　陳情の概要は、議会の土日または平日夜間開催、議
案等の採決方法を改善し議員の意思を明確にすること
などを求めるものです。
　審議の中では、議会の土日開催は、既にいくつかの
自治体で実施しているが、現在休止の自治体もあり、
その状況、効果、結果等について考慮すべきである。
また、議員の意思を明確にすることも含め、議会運営
並びに費用対効果等を調査研究する必要があるとの意
見が出されました。
　採決の結果、継続審査とすべきものと決定しました。

（議会運営委員会）
陳情者
　那珂市堤217-5
　　根本　慎介

後期高齢者医療制度の
中止・撤廃を求める請願書

　請願の概要は、高齢者の医療費削減を目的とする本
制度の中止・撤廃の意見書提出を求めるものです。
　前回の委員会で継続審査となった請願です。
　審議の中では、高齢者の医療費増大に伴い医療費負
担の原資には限りがあり、財源に裏付けされた対案が
あるわけではないので、本制度の問題点を改善して運
用していくべきとの意見が出されました。
　採決の結果、反対多数で不採択とすべきものと決定
しました。　　　　　　　　　（教育厚生常任委員会）

請願者
　東茨城郡茨城町谷田部295
　　県民要求実現茨城県共同運動連絡会
　　　会長　桜井　和夫　ほか１団体

教育予算の拡充を求める請願
　請願の概要は、教育予算を国全体として確保・充実
させる意見書提出を求めるものです。
　審議の中では、教育予算の充実を図ることは、子ど
もたちに豊かな教育を保障することであり、将来の社
会基盤をつくるためにも必要であるとの意見が出され
ました。
　採決の結果、全員異議なく採択とすべきものと決定
しました。　　　　　　　　　（教育厚生常任委員会）

請願者
　常陸大宮市南町1075-1
　　茨城県教職員組合那珂・大子支部那珂班
　　　代表者　島　隆治　ほか144名

「地域の県立高校の存続と、
３０人以下学級実現でゆきとどいた教育
を求める意見書提出」に関する陳情

　陳情の概要は、県立高校の統廃合計画を見直し、少
人数学級を実現する意見書提出を求めるものです。
　審議の中では、県教育委員会から「生徒減少に対応
した活力ある県立高校づくりを図るための適正規模・
適正配置について」の諮問を受けた県高校審議会の第
一次答申は、一定期間入学者数の推移を見るべき、過
疎地域には特段の配慮をすべき、学級編制の弾力的運
用について検討すべきなど、柔軟な内容であった。今
後本年１２月までに最終答申が出され、来年度より県
教育委員会で統廃合計画の具体的検討が始まるなど、
高校改革の論議は現在進行中であり、早急に一方的に
結論付けるのはいかがなものかとの意見が出されまし
た。
　採決の結果、全員異議なく不採択とすべきものと決
定しました。　　　　　　　　（教育厚生常任委員会）

陳情者
　ひたちなか市和尚塚12417-2
　　茨城県高等学校教職員組合
　　　ひたちなか支部長　田山　祐行

不採択

継続審査

採　択

採　択

不採択

採　択

不採択
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意 見 書 を 提 出

３件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

燃料、肥料、飼料、農業資材等の
価格高騰に対する緊急対策を求め
る意見書

（意見書要旨）
　燃料、肥料、飼料、ビニール類、ダンボールなど
あらゆる農業資材の価格が短期間に高騰し、農家経
営に重大な打撃をもたらしています。しかも、こう
した生産コストの上昇分は農家の出荷価格に反映さ
れないため、農家経営にストレートにのしかかる状
況になっています。
　国際的に穀物価格が高騰し、安定的な輸入が危ぶ
まれているもとで、国内産の増産による食料自給率
の向上が待ったなしとなっているいま、このような
事態を放置するなら、国民生活に重大な影響をもた
らすことは明らかであり、政府としての万全な対策
が急務となっています。
　農家の苦境を緩和するための対策が急がれていま
す。よって、次の事項の実現を求めます。

１．政府において、石油、肥料、飼料、農業資材の
高騰分の補償を含む対策を実施すること。

２．原油や穀物への投機を規制すること。

意見書提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
農林水産大臣、外務大臣、財務・金融大臣、
経済産業大臣

教育予算の拡充を求める意見書

（意見書要旨）
　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会
の基盤作りにとってきわめて重要なことである。
　しかし、厳しい地方財政の状況や地方交付税削減
の影響などから、自治体独自の少人数教育を推進す
ることや学校施設整備などには限界がある。
　教育は未来への先行投資であり、子どもたちがど
こに生まれ育ったとしても、ひとしく良質な教育が
受けられるようにする必要がある。
　よって、政府においては、教育予算を国全体とし
て、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を
実現されるよう、強く要望する。

１　きめ細かい教育の実現のために、第８次公立義
務教育諸学校教職員定数改善計画に沿い実施す
ること。

２　義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予

算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を
拡充すること。

４　教職員の人材確保のため、教職員給与の財源を
確保・充実すること。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　総務大臣、財務・金融大臣、文部科学大臣

ミニマムアクセス米の輸入停止を求める意見書
（意見書要旨）
　米や穀物の価格高騰は、全世界に深刻な影響を及ぼし、６月には緊急の「食糧サミット」が開催され、７月の
「洞爺湖Ｇ８」でも、環境問題とあわせて食糧問題の解決が重要なテーマになりました。
　食糧価格の高騰の原因は、複合的で構造的であるだけに価格高騰の長期化は避けられず、今後、影響はさらに
深まることが懸念されています。
　こうしたなかで、ミニマムアクセス米が年間７７万㌧も輸入されていますが、今年４月には価格高騰の影響で
初めて不落札になるという事態になっています。
　国内では「生産過剰」が米価下落の原因であるとして、生産調整が拡大・強化されていること、さらには昨今
報道されている事故米の不正流通など全く許し難いことであります。これらの温床となるミニマムアクセス米の
輸入は許されるものではありません。
　今、求められているのは、従来の枠組みにとらわれることのない危機的事態への対応です。よって、次の事項
の実現を求めます。

１．ミニマムアクセス米の輸入を停止すること。

意見書提出先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣、外務大臣
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議会の会議録について
　議会の本会議の会議録は、公開しており、閲
覧することができます。

　議会のホームページには、平成17年３月以
降の議会定例会の会議録を掲載しております。

　また、那珂市立図書館にも平成17年２月以
降の製本した会議録を配置しております。

　なお、ホームページや図書館に配置していな
い、過去の議会の会議録は、議会事務局で閲覧
できます。

　◆詳しくは議会事務局まで
　　　　ＴＥＬ　２９８－１１１１

那珂市議会のホームページ
☆新着情報☆

議会の会議録を掲載しました
www.city.naka. ibaraki . jp/

市議会のページを
クリックしてください。

議員名簿・会期日程・傍
聴・請願陳情・議決結果・
議会だよりなど掲載して
おります。

平成20年第４回定例会
開会予定のお知らせ

　平成20年第４回定例会は、下記の日程（案）
のとおり開催する予定です。
　また、この会期日程は、議案件数や一般質問
者数によって、変更になる場合があります。
　日程の変更や詳細については、議会事務局や
議会のホームページでも、ご案内いたしており
ます。お気軽にお電話、お立ち寄りください。
　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、
11月20日（木）までにお願いいたします。

　◆詳しくは議会事務局まで
　　　ＴＥＬ　２９８－１１１１

議会を傍聴しましょう
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会を
公開しております。
　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や
時間をご確認の上、おいでください。
　傍聴の手続きは、所定の用紙に住所・氏名を記
入していただき、傍聴券の交付を受けるだけです。
お気軽においでください。
　その他ご不明な点は、議会事務局までお問い合
わせください。

12月上旬から開会予定です

月　日 曜 議　事　予　定

12・ 2 火

本会議

○開会

○継続審査・調査案件の委員長報告

○請願・陳情の委員会付託など

12・ 3 水
本会議

○議案審議など

12・ 4 木 常任委員会（総務・産業生活）

12・ 5 金 常任委員会（建設・教育厚生）

12・ 6 土 休会

12・ 7 日 休会

12・ 8 月 本会議（一般質問）

12・ 9 火 本会議（一般質問）

12・10 水 本会議（一般質問）

12・11 木 休会（議事整理）

12・12 金

本会議

○委員長報告など

○閉会



９日　広報編集委員会

（那珂市議会だよりNo.17編集）

14日　原子力関連中央要望活動（６ページ参照）

18日　広報編集委員会

（那珂市議会だよりNo.17編集）

22日　議会運営委員会

（第３回定例会会期日程案など審査）

23～　原子力安全対策特別委員会視察

25日　（島根県松江市の中国電力株式会社島

根原子力発電所、岡山県苫田郡鏡野町

の日本原子力研究開発機構人形峠環境

技術センターを視察調査）

30日　教育厚生常任委員会

（請願の審査）

総務常任委員会

（財政の健全化について）

７日　原子力安全対策特別委員会

（中央要望活動の報告など）

22日　総務常任委員会

（財政の健全化について）

９日　那珂市議会第３回定例会

（開会、委員長報告、請願・陳情の委

員会付託）

全員協議会

原子力安全対策特別委員会

（那珂核融合研究所西地区の土地利用）

10日　那珂市議会第３回定例会

（執行部提出の条例改正・補正予算な

ど審議、決算認定の委員会付託）

11日　決算特別委員会

（平成19年度決算の審査）

12日　決算特別委員会

（平成19年度決算の審査）

16日　決算特別委員会

（平成19年度決算の審査）

17日　産業生活常任委員会

（請願・陳情の審査）

教育厚生常任委員会

（請願・陳情の審査）

18日　議会運営委員会

（陳情の審査）

総務常任委員会

（財政の健全化について）

22日　那珂市議会第３回定例会

（一般質問、５名の議員が質問）

議会運営委員会

24日　那珂市議会第３回定例会

（一般質問、４名の議員が質問）

議会運営委員会

全員協議会

26日　那珂市議会第３回定例会

（委員長報告、決算認定、閉会）

２日　議会運営委員会

（第３回定例会への提出議案・一般質問通

告など審査）
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